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豊田合成株式会社　森町工場 鈴木　柊期   

現状把握中に見つけた疑問から仮説を設定。

なぜなぜを繰り返しながら不具合対策の成果を

出した活動事例です。

まず初めに、豊田合成の紹介です。

豊田合成は愛知県清須市に本社を置き、

世界16の国と地域で、60のグループ会社を展

開しているグローバルサプライヤーです。

高分子技術を基に、自動車部門、非自動車

部門の様々な製品を生産しています。

私たちが働く森町工場は、正社員、請負社員、

関連会社など、約1400人の従業員が日夜生

産活動に励んでいます。

森町は遠州の小京都と呼ばれる自然豊かな地

です。

１年を通じて風光明媚な観光地が多数あり

昔から有名な「森町のお茶」の他、全国版のテレ

ビ放送で紹介される、美味しい特産物がたくさん

ある町です。
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スライディングルーフ塗装不良低減活動
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ドリームサークルメンバーは、主に中高年メンバーで構成されていますが、久しぶ

りに若手社員として私が配属されました。

モットーは、年齢を気にせず何でも言いたい事が言える、のびのびとしたサークル

です。

一般的には「サンルーフ」と言われている、スライディングルーフを主力製品として

生産しています。

サークルレベルは現在Cレベルです。サークルの強みとしては、専門知識や技能

を有するベテランのメンバーが多数在籍し、仕事をやりやすくするための提案や自

ら改善することが出来ることです。

弱みとしては、モノづくりに対して長けているものの、QC手法などの活用が

あまり無く、上司や関連部署をうまく活用できてないことです。

今回の人材育成は入社５年目の私、鈴木です。私のQCサークルレベルはX軸

もY軸も低いことがわかります。今回のテーマでテーマリーダをやることで各項目で

のレベルアップを目指すようにと仰せつかりました。

今回の活動終了時のサークルのありたい姿としては、積極的なサークル活動に

よりサークルメンバー全員がQC的な考え方ができ、上司や関係部署と連携の

取れたサークルになりたいとしました。

テーマ選定については、まず職場のSQDCMEの状況を確認。

連続押出ラインを複数所持する係であり、職場の弱点である歩留まり率向上と

廃棄物低減を頭に置き、メンバーより困りごとを吸い上げ。評価付けをして、

「UHF-９号ライン塗装不良が多い」を取り上げる事としました。テーマ選定の理

由としては、塗装不良を低減させることで、上位方針の歩留率の向上、不良

低減に対し寄与できるとしました。

UHF-９号ラインは押出・加硫・塗装・冷却・裁断の連続押出工程になってい

ます。

今回のテーマである塗装不良は、塗装ブース内で発生します。

裁断工程で不具合を発見してから、塗装ブースでの処置になるため、

最低でも25m分の不良を発生させてしまいます。

現状把握です。金額不良率はUHF-9号が7.1%と一番高く、不良内容は断

面寸法不良が１番多いですが、こちらは職制対応で活動中。２番目に多い

塗装不良は３割ほど発生しています。更に塗装不良内容を調べてみると、塗

装ムラ不良が最も多く、その中でもカス詰まりが９割を占めていました。UHF-9

号の塗料は２種類あり、使用量はTG-S06Yという新塗料が８割を占めていま

す。TG-S06Yの特性を把握してから活動に入ります。
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ここではTG-S06Y塗料についての勉強会を行いました。TG-S06Yは対異音性向上

剤として開発されました。スライディングルーフは車の天井に取り付けられ、異物やごみ

付着による塗装剥がれで、開閉時に異音が発生しやすく、室内では大変不快に感じ

るためです。従来塗料と比較して、含有物の構成も違い、評価項目の全てで性能が

向上していることが分かります。以上のことから、TG-S06Y塗料は粒子が大きく、塗布

工程で堆積しカスとなり、不具合が発生していると推測できます。

カス詰まり回数と不良重量の推移グラフを見ると、どれも１日平均1.5回、約

３kgの屑が発生していました。

詰まり個所別グラフをみると、タンク下とガンでの詰まりが100%でした。

タンク下詰まり発生件数、ガン詰まり発生件数のグラフを見ると、詰まっていない

箇所があるように見えますが、塗装担当者に確認すると、長期的な詰まり回数

では、どの箇所でも変わりなく詰まりが発生しているとのことでした。

現状把握まとめ

現状調査で分かった事をまとめました。

これらのことから、「塗料固形物が詰まる」を管理特性とし、

テーマ名を「スライディングルーフ塗装不良低減活動」としました。

目標設定については、

何を：塗料の詰まりによる塗装不良を

いつまでに：2024年４月末までに

どうする：0kg　（0回）とする　　としました。

目標の0kgを達成できれば、塗装不良35％低減でき上位方針の歩留り向上

に大きく貢献できます。
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塗装不具合発生時、タンク下、ガンをそれぞれ分解し塗料の固まり状態を確認し

たところ、塗装カスはすべて塗料が固まったものであり、塗料で使っている物質以外

のものは検出されませんでした。タンク下は継手内のバルブ部、スプレーガンは入口

部で固まりを発見しました。共通点として固着する部位は配管の径が変化したり、

凸がある部位で発生。時間経過により固着しているのではと仮説を立てました。ま

たタンク内で固まった塗装カスが流れ凸部に付着しているものもあるのではないか、

清掃時にしっかりと除去できてない固まりが起点となり大きくなって詰まるのではとい

う意見も上がりました。

タンク内を確認して塗料の固まり状態を調査しました。詰まり回数を生産日ごとに

並べ比べてみると、①週末になると詰まりが増えていること。②月曜日から詰まりが

発生していること。徐々に固まりが停滞していき大きくなるのなら、月曜日の生産

開始５時間後では詰まりは発生しないのではないかと考えました。またタンクの蓋

とタンク内は固まりが少なく、撹拌機のスクリューに固形物が付着しており、タンク

内のスクリュー部で固まった塗料がカスとなりタンク内より流出して詰まっている。つ

まり、金曜日の週末清掃で取り切れていない塗装カスが、週初めの塗料と共に流

れた可能性があることがわかりました。
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活動計画は各ステップごとにステップリーダーを決めこのように進めてきました。私

はグラフやパレート図、特性要因図などのQC手法を習得するために、先輩とペ

アを組んで、現状の把握と目標の設定、要因の解析のステップリーダーを務め、

改善能力を向上させるために、対策の立案と実施のステップリーダーも担当しま

した。対策の立案と実施で遅れが発生しましたが、何とか半年で活動を終える

ことができました。

特性要因図を用いて要因の解析をしました。

メンバーから多くの意見を出してもらう事ができましたが、その中から

①清掃道具の不備、②スクリューで固まる、③バルブ部で固まる、④スプレーガ

ンで固まる　を重要要因として取り上げる事としました。

塗料がどのような状態の時にタンク内で固まりやすいか、塗料勉強会を基に検証しまし

た。塗料が時間経過で減っていき、空気に触れ乾燥した時に塗料が固まりやすくなる。

特にスクリューは回転しているためカスが飛散しやすい。また週末に向けて固着状態が

多くなっており、溶剤投入時、蓋を上げた時に固まりがスクリュー下に移動し、蓋を降ろ

した時にタンク内に固まりが入ってしまいます。スクリュー部の凹凸がある部位に塗料が

付着し、空気に触れ固着した塗料がカスとなり、詰まりを発生させています。

対策を実施する前に、副作用の確認をしました。

対策内容を安全・品質・サイクルタイム・費用で判定し、

清掃頻度やメンテナンスの増加で負荷が大幅UPにならないことを確認しまし

た。

また実行計画はこのように立て、サイクルタイムが増え、負荷が増加している項

目は負荷対策も必要です。
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スプレーガン・バルブ構造勉強会の実施

塗料勉強会の時に、不具合を発生させない為、特にスプレーガンの清掃メンテナン

スが重要との説明がありました。担当者以外のメンバーにも、今後のサークル活動

に生かす事が出来るように、スプレーガンの現物と略図で機能や構造の勉強会を

開催しました。メンバーの感想として、「スプレーガンは思っていたより複雑」「間違っ

たメンテナンスをしていると不良を増やしてしまう」「日々の生産終了後の洗浄や週

末メンテナンスが重要なのが理解できた」 などの声がありました。

対策の立案と実施

「塗料の固まりを発生させない」を目的として、方策展開型系統図を作成。メン

バー全員でマトリックス評価した結果、

「専用清掃道具の使用」「スクリューにコーティング」「清掃頻度変更」「バルブのワン

タッチ交換化」「ガン専用清掃道具の導入」「専用洗浄回路追加」「洗浄頻度変

更」を採用することになり、優先順位は効果の確認がしやすいように、溶剤の投入

側より活動していくことにします。
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段替えが重なると清掃ができない問題に対して、清掃の外段取り化を実施しました。

タンクを新規追加、２個のタンクを交互に使用することにより、使用中タンクの溶剤投入

がないでの清掃が可能になりました。

またスクリュー汚れ付着防止対策、清掃時間短縮としてタンク全体を含むコーティングの

実施をしました。これにより清掃工数は大幅減の50分となりました。

確認結果として２週間でスプレーガン3回、バルブ部で1回の詰まりを発見しました。

タンク下バルブ詰まり対策については、週末清掃時に８個のバルブを短時間で取り

外し、清掃、取付けの実施のため清掃漏れが発生していた為、予備品を３セット

準備しワンタッチで取り換え可能に変更。清掃の外段取り化をしたことにより、対策

以降バルブ部での詰まり不良「０」を達成です。

スプレーガン対策については、勉強会での内容を追加した清掃標準を作成、清掃

道具の追加変更をし、回数は削減できていますが、「0」は未達となっています。

粒子径の大きな塗料に対して、スプレーガンで堆積させないために洗浄回数を変更しま

した。変更前は終業時に１回でしたが、段替時に３回行うことにし1日計４回に変更し

ました。しかし段替時間が1回１５分掛かり、洗浄作業を追加することで、段替え時間

が長くなってしまいました。そのため新たに洗浄回路を追加し、20秒間の自動洗浄をした

ことで、段替時間内でのガン洗浄を可能にしました。これらの対策により対策以降スプ

レーガンの詰まり不良「０」を達成です。

無形効果としては、まず私のQCサークルレベルは大幅に向上し、清掃に関する

活動も多く、５Sやルール順守の重要性を理解して、更にチームワークの向上に

も貢献できました。

サークルレベルは、Ｘ軸、Ｙ軸それぞれ未達の項目は多いですが、メンバーの成

長の結果、サークルレベルも大幅に向上し、目標であるＢレベルに到達することが

出来ました。
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対策の立案と実施

【スクリュー専用清掃道具の使用】

従来の方法だとスクリュー部にキズが付き、塗料が固まりやすい部位を増やしているため、

有機溶剤対応シートで塗料投入都度、塗料が固まる前にふき取るようにしました。

【清掃方法を標準化】

汚れが付着しやすい部分を重点に、塗料供給時に清掃の標準化。清掃標準を作成し担

当技能員の変更時も維持できるようにしました。これにより週末に増加傾向だったスク

リュー固着がなくなりました。しかし清掃工数が増えるだけでなく、段替えが重なると塗装担

当者が段替え作業に入るため清掃ができないことが判明しました。

効果の確認です。有形効果として8月の不良重量は対策前と比べて86％低減、

UHF-9号機不良内容別でみると、塗装不良を33％低減。副効果として金額不

良率1.6％の削減ができ年間192,000円の原料費削減をすることができました。

ですが効果確認時は0達成も、「0」が維持できていません。塗装工程での不良

「0」を維持していくことが大変難しいことがよくわかりました。

塗装不良に対し、特に人作業の軽減の実施、清掃等人作業においてバラツキを

低減させる道具の整備等を検討していきます。
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標準化と管理の定着については、配合タンクと撹拌タンクは、清掃の標準化とし

てワンポイントQCを作成。

ガン清掃は生産終了時洗浄装置により、清掃を周知徹底。

週末清掃時、清掃チェックシートで見える化をすることで、年間計画の決め遅れ

や忘れがないようにしました。

最後に反省と今後の進め方です。

良かった点としては高い目標に取り組めたことです。

改善したい点としては対策の実施までに時間が掛かってしまったことです。

今後は進捗状況の見える化をして、遅れに対してしっかりと挽回計画を立案し

活動していこうと思います。

以上でドリームサークルの発表を終わります。

ご清聴ありがとうございました。
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